
令和８年度（2026年度）「特別支援学校実習助手セミナー」実施要項 

１ 目 的 
  特別支援学校の実習助手を対象に、実習担当の教諭と連携した、作業学習や実習等についての説
明や実践交流等を行い、実習助手のつながりをつくるとともに、専門性の向上を図る。 

 
２ 主 催 
  北海道立特別支援教育センター 
 
３ 方 法 
  遠隔形式（配信：北海道立特別支援教育センター） 
 
４ 参加対象 
  特別支援学校の指導実習助手、実習助手 
 
５ 日程及び内容 

(1) 日時 

    令和８年11月17日（火）13:30～15:30  

 (2) 内容 
13:00  13:30 13:40                         14:20                                  15:20 15:30 

受 

付 

開
会
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

【講義】 

実習助手の日々の実践と教諭との連携 

 

① 北海道高等聾学校 

指導実習助手 大 川 大 輔 氏 

② 北海道今金高等養護学校 

実習助手   嘉 野 宏 紀 氏 

 

（40分） 

【交流】 

自身及び自校における作業学習・実習等の実

践や教諭との連携について 

 

 

 

              特セン所員 

 

（60分） 

ま
と
め
・
閉
会 

 
６ 申込み 
 (1) 申込方法 

参加希望の方は特センWebページから直接お申し込みください。 
右の二次元コードをデータ上でクリック又は読み込むと、Webページにアクセス 
できます。 

 (2) 申込受付期間 
10月23日（金）16:00～11月５日（木）17:00 

 
７ 研修の受講履歴の取扱い 
・全国教員研修プラットフォーム（Plant）の対象教員の受講履歴の登録は、当センターが行います。 
・本研修の「まとめ・閉会」において記名式のアンケートを実施し、回答をもって出席を確認でき
た教員の研修の受講履歴を登録します。 

・全国教員研修プラットフォーム（Plant）の対象であるか不明な場合は、各所属において御確認く
ださい。 

 
８ 備考 
 ・受講に当たって情報保障を必要とする場合は、申込フォームの該当項目に入力してください。申

込後に、当センターから連絡し、方法等を確認、調整します。（情報保障の例：手話通訳、要約筆
記、拡大文字資料、点字資料など） 

・遠隔形式での研修において交流を行うため、受講者１名ごとに、Web会議システム（Zoom）に対応
可能なICT端末を１台用意してください。 

 ・申込完了メールや当センター（tokukyo.12◆pref.hokkaido.lg.jp［◆は@］）からのメールが、「迷
惑メールフォルダ」などに振り分けされている場合がありますので、御確認をお願いします。 

 ・当日欠席する場合は、特セン（研修電話：011-612-6328）へ連絡してください。 
 
 
 
 
 
 


